
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

   

 

    
 

 
 

― 28 ―

研究発表1



 

20  
11  

H28.3  
H27.9  

H27   
 

 

 

 
 

 
 

 
 

― 29 ―



        
                      

                                                         

          

― 30 ―



 

― 31 ―



あ
り 

あ
り 

あ
り 

あ
り 

あ
り 

あ
り 

あ
り 

あ
り 

な
し 

な
し 

な
し 

― 32 ―

94％縮小



校内安全点検表

教 

室 

廊 

下 

備 

考 

 
 

 
 

 

 

 

― 33 ―



指導事例① 
 
 
 
 
 
        
 
 

 

１ ねらい 

   不審者やあやしい人に出会ってしまった時の安全な行動の仕方を理解する。 

（東京都教育委員会 安全教育プログラム Ⅰ―４―③⑥⑦） 

２ 題材について  

本学級の児童は、入学当初から全員が防犯ブザーを携帯していて、どの児童も使い方を理解して

いる。また、登下校時はなるべく一人にならないように指導している。だが、実際に知らない人か

ら声をかけられたとき、怖くて何も言えなかったり、何もできなかったりする児童もいることが予

想されることから、自分で自分の身を守るためには、どうすればよいかを考える機会が必要である

と感じた。この学習を通して、子供たちが「自分の身は、自分で守る」ということを強く意識し、安

全な対処法を実践できるようにしたい。 

 

３ 主題に迫るための工夫 

（１）ロールプレイによる体験 

 ・実際に体験したり、友達が体験したりしている様子を見たりすることで、不審者への対処方法

について具体的に理解できるようにする。 

 

（２）ＤＶＤ教材の活用 

 ・映像資料を用いることで、不審者の行動パターンを知り、危険な状況をイメージしやすくする。 

※「ナナミパパの青空防犯教室」東映株式会社教育映像部 ※「安全に通学しよう」文部科学省 

 

４ 指導計画（２時間） 

時 学習活動 支援（○） 評価（■） 

１ 

(本時) 

・不審者に声をかけられた時の行動の仕方

を考える。 

・ロールプレイで実践し、理解する。 

○ロールプレイを行うことで具体的に理解させる。 

■不審者に声をかけられた時の行動の仕方を考え 

ている。 

２ 

 

・映像資料を見て、不審者の行動につ 

いて理解を深める。 

・危ない目にあわないようにするために 

はどうしたらよいか考える。 

○映像から、不審者の様子や行動について留意さ

せる。 

■危ない目にあわないようにするにはどうしたら

よいか考えている。 

 

 

 

 

 

第１学年 学級活動（生活安全）        場所  教室 

不審者から身を守る方法を考えよう 
3組 33名 指導者  松平 拓矢  
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５ 本時の展開 

（１）ねらい 

・自分、または友達が不審者に声をかけられた時の基本的な行動を理解する。 

（２）指導の実際 

学習活動（予想される児童の反応※） 留意点（・）支援（○）評価（■） 

１ 困っている人に話しかけられた時どのような対

応をするか考える。 

①「おなかがすごく痛くて。トイレの場所を教えて。」 

・代表児童が実際に体験する。 

２ 本時の学習課題について知る。 

 

 

３ 知らない人に突然話しかけられたとき、どうするか

を考える。 

・①のケースについて考える。 

・②「家の人が事故にあった。一緒に病院に行こう。」 

※車に乗らない ※すぐに逃げる。※大人に知らせる。 

○ロールプレイで対処の仕方を実践する。 

 

４ 友達が不審者に連れて行かれそうなところを見た

らどうするかを話し合う。 

・ペアで意見交換する。 

※大きな声を出す。「助けて！」「誰か来て！」 

※防犯ブザーを鳴らす。※周りの大人に知らせる。 

○ロールプレイを行い、実践力を高める。 

５ 不審者とはどのような人かを考える。 

・知らない人と不審者のちがいは何か 

・服装などの見た目で見分けられるか 

 

６ 本時の振り返りをする。 

 

 

・不審者対応の学習課題を知らせずに、ロール

プレイに取り組ませる。 

・＜場の設定＞下校中、突然、知らない人から

トイレの場所を尋ねられる。 

 

 

 

・＜場の設定＞下校中、車が近寄ってきて、知

らない人に、車に乗るように言われた。 

■不審者に声をかけられた時の行動の仕方を考

えているか。 (観察・発言) 

 

○ロールプレイを見た後、全員で練習させる。 

・「のれません」「やめてください」などと、 

はっきり断ることができるように練習させる。 

・＜場の設定＞下校中に、友達が無理やり車に

乗せられそうになっている場面を目撃した。 

◯友達の考えを参考にするよう助言する。 

○ロールプレイを見た後、全員で練習させる。 

・見た目だけでなく、行動があやしい人、その

場にそぐわない人があやしいことをおさえ

る。 

・「きょうは いかのおすし」の内容、大切さを

確認する。きょ→距離をとる 

○何れの場合においても「大人に知らせることの

大切さ」を認識させる。 

■不審者に声をかけられた時の行動の仕方を書

くことができているか。(ワークシート) 

                     

 

しらない人に こえをかけられたとき、どうしたらよいか かんがえよう 
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指導事例③ 

 
 
 
 
 
        
 

１ ねらい 

  地震がおきた時は、物が「落ちて」「倒れて」くることを理解し、校内で起こるかもしれない危険 
を予測し、回避する行動がとれるようにする。（東京都教育委員会 安全教育プログラム Ⅲ―2―①②）                     
２ 題材について 

 東日本大震災の発生より 5 年が経過し、3 年生にとっては、記憶があいまいな実情がある。しかし、

先日の熊本・大分の地震のことや、前日に地震があった時は、そのことを話題にするなど、関心は高

い。地震による災害から命を守るためには、災害についての正しい知識をもち、十分に備えをしてお

くことが必要である。                                         
３ 主題に迫るための工夫 

（１）資料の活用 

 ○「じしんのえほん～こんなときどうするの？～」作：国崎信江 絵：福田岩緒 ポプラ社  

 ○「地震と津波から命を守る」ＮＨＫ地震防災ＤＶＤ（東京書籍） 

（２）実生活に生かせる児童の育成  

○理科室･･･ビーカーなど、「落ちて倒れて」くる物が多い、 

       机はあるが、身体ごと下に入るのは難しい。防災頭巾は、持参していない。 

 ○音楽室･･･机がない。ピアノがある。壁際に楽器がある。防災頭巾は、持参していない。 

       

４ 指導計画（３時間） 

時 学習活動 支援（○） 評価（■） 
１ ・地震が起きると部屋の中の物が「落ちる」

「倒れる」ことを理解する。 
・教室内の危険な物や場所について、理解

し、「落ちてこない」「倒れてこない」場

所で安全な姿勢をとることを知る。 

○絵本や再現映像を見せて、教室内がどうなるか、

予測させる。 
■地震によって起こる危険を予測し、安全な姿勢

をとることを理解している。揺れの恐ろしさを

知ることができたか。 
２ 
本時 

・特別教室内の危険な物や場所について理

解し、「落ちてこない」「倒れてこない」

場所で安全な姿勢をとることを知る。 

○落ちてこない、倒れてこないことを確認する。 
■特別教室内の危険箇所を知るとともに、危険を

回避するための行動を考えることができたか。 
３ 

 
・学校生活の中での様々な生活時間帯に地

震が起きたときの身の守り方について

考え、理解し、安全な姿勢をとることを

知る。 

○掃除中、どこにいるのか、何をしているのか思

い浮かべ、考えられる危険について考えさせる。 
■学校の様々な生活時間帯に地震が起きたときの

身の守り方を考え、理解している。 

第３学年 学級活動（災害安全）     場所 理科室／音楽室 

         じしんがおきたら   
1 組 38 名 指導者 佐々木 優子 （担任） 

佐々木 令子  （養護教諭） 
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５ 本時の展開 

（１）ねらい 
・特別教室内の危険な物や場所について理解し、「落ちてこない」「倒れてこない」場所で安全な姿勢

をとることを知る。                          （Ⅲｰ 2 ｰ②） 
（２）指導の実際 

学習活動（予想される児童の反応※） 留意点（・）支援（○）評価（■） 
全員、理科室で学習 

１ 本日の避難訓練で、緊急地震速報が流れたと

き、どんな行動をとったか、振り返る。 
※「落ちてこない」「倒れてこない」を考えた。 
※防災頭巾をかぶって、机の下に入った。 

２ 本時の学習課題について知る。 
 
 二教室に分かれて学習（2 カ所で並行して進める） 
 
 
 
 
 
 
 
音楽室に集まる（全員） 

５ ①音楽室チームの身の守り方を理科室チーム    

が見学し気付いたことを発表し確かめる。 

 理科室に集まる（全員） 

②理科室チームの身の守り方を、音楽室チーム    

が見学し、気付いたことを発表し合い、確か

める。 

６ 本時のふり返りをする。 

７ 次時に、様々な生活時間帯に地震が起きたとき

の身の守り方について考えることを知る。 

 
○意見が出ないときは、当日に担任が目にし

ていた児童の姿を伝える。 
 
 
 
 
○実際に音楽室や理科室内を歩き、気付いた

ことや身の守り方を考えさせる。 
・音楽室には、あらかじめ音楽の学習用具を

置いておく。 
■それぞれの場所において起こりうる危険 
 を予測することができたか 
（ワークシート・発言・ハンドサイン） 
■起こりうる危険に対し、身を守る行動を考

えることができたか。（行動） 
・まずは自分の身を守ること（特に頭と首）

が一番であることをおさえる。 
○安全でない場所で身を守っている行動に

ついては、安全かどうかを確認する。 
・「倒れてこない」「落ちてこない」ところで

身を守ることを確認する。 
■自分たちが調べていない教室でも身の守

り方を考えることができたか。 
（ワークシート・発言・ハンドサイン） 

 

教しついがいの場所で、じしんがおきたときの みの守り方を考えよう 

３ 「落ちてこない」「倒れてこない」という視点

で安全な場所を考える。           
・室内を歩いて、気が付いたことをワークシート

に書く。 
※椅子がないときはどうしたらいいのかな。 

※ガラスのそばは、危なそうだな。 
４ 気付いたことを発表する。 
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指導事例⑤ 

 
 
 
 
 
        
１ ねらい 

 津波の危険と適切な避難方法と対処について理解し、安全な行動ができるようにする。 
２ 題材について  

東日本大震災を経験し、直近の熊本地震のニュースを見て、被災者になるかもしれないという思いを

誰しもが抱いている。夏に岩井臨海学校に行く５年生が、海辺での安全、特に津波から身を守る方法を

考え、地震や津波、その他の災害から身を守る方法を身に付けられるよう、本題材を取り上げた。 
３ 主題に迫るための工夫 

（１）資料の活用 

視聴覚資料「東日本大震災 巨大津波、あのとき何が起こったのか」NHKスペシャル 

       「津波から逃げる」気象庁 

 （２）実生活に生かせる児童の育成  

 ・臨海学校で岩井海岸に行く前に、海岸にはどのような危険があるかということを考えることで、

津波について知り、避難方法を学習することの必然性を感じさせる。 

４ 指導計画（４時間） 

時 学習活動 支援（○） 評価（■） 
１ ・岩井町の写真を見て、起こりうる危険に

ついて考える。映像を見る 
・学習課題 
（津波を知り、避難の仕方を考えよう。） 

○実際に行く場所の写真を見せ、どのような危険

があるかを考えられるようにする。 
■岩井町で起こりうる危険について考え、津波被

害にあう危険性があることを捉えている。 
２ 
 

・津波について知りたいことを調べる。 
・分かったことをワークシートにまとめ

る。 

○インターネットの活用の仕方を確認する。 
■インターネットを活用し、自分が知りたいこと

について調べ、ワークシートにまとめている。 
３ ・津波と普段の波の違い、地震と津波の関

係性、津波の威力を知る。 
・地震が起こる原因を知る。 
・地震によって津波が起きる原因を知る。 

○視聴覚教材を利用し、地震や津波発生のメカニ

ズムを分かりやすく説明する。 
■地震や津波のメカニズムについて理解してい

る。 
４ 

(本時) 
・太平洋沖地震での津波被害から津波が起

きた際の避難の方法を考える。 
・岩井海岸での避難の仕方を考える。 
・地図を見て安全な場所や、危険な場所を

探す。 
 

◯実際に起きたことを基にして、安全な行動を考

えられるようにする。 

○岩井町の地図から、高台や高い建物があること

に気付かせる。 
■津波に対しての安全な行動の仕方を考え、理解

している。 

第５学年 総合（災害安全）          場所 教室 

津波について知り、避難の仕方を考えよう 
2 組 41 名 指導者 高木 哲  
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５ 本時の展開 

（１）ねらい 
・津波が起きた際の避難の方法を考える。（Ⅲｰ 2 ｰ②） 

（２）指導の実際 
学習活動（予想される児童の反応※） 留意点（・）支援（○）評価（■） 
１ 津波が起きたときの避難の仕方を考える。 
※高いところへ逃げる。 
２ 本時の学習課題について知る。 
  
 
３ 問題点を考える。 
・危険な状況に陥ってしまった人の映像から、問題

点を考える。 
４ 津波が起きた際の避難の仕方を考える。 
・問題点を踏まえ、避難できた人達の映像を見て、

より良い避難の仕方を考える。 
・避難の仕方や、注意点、心構えを考え、ワークシ

ートに書く。 
・ペアで交流する。 
・全体で交流する。 
※津波が来なくても、油断しない。 

※周りの状況に気を配り、素早く避難する。 

※低いところには戻らない。 

５ 災害が起きたとき、誰が判断して行動するのか

を考える。 
※大人・先生・親・自分 
６ 岩井海岸での避難の仕方を考える。 
・地図を見て安全な場所や、危険な場所を探す。 
※高台や高い建物があるから、そこに避難すれば良

いのではないか。 
７ 本時の振り返りをする。 

・高いところへ避難することを押さえる。 
・高いところへ避難したにもかかわらず、危

険な状況に陥った人のことを紹介する。 
 
 
 
・油断や思い込みからが危険な状況に陥った

ことを押さえる。 
・最初の避難の仕方との違いを考えさせる。 
・思い込みをしない、最悪の事態を想定する、

周りの状況に気を配ることを押さえる。 
◯避難している映像や、避難に失敗した人の

話、資料などを見せて自分の考えに生かす

ように助言する。 
◯友達の考えを参考にするよう助言する。 
■より良い避難の仕方を考えているか。 

(ワークシート・発言) 
・より良い避難の仕方を確認する。 
・「津波てんでんこ」の意味を教える。 
・自分の命を守るための行動は、人任せにせ

ずに、自分で考えることが大切であること

を押さえる。 
○岩井町の地図から、高台や川があることに

気付かせる。 
・岩井海岸での避難方法を理解している。 

   

津波が起きたときの、より良い避難の仕方を考えよう 
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